
 

 

 

 

 
 

ビルマ(ミャンマー)の過去と現在 
―ビルマ(ミャンマー)から考える非暴力平和主義― 
あなたはビルマ（ミャンマー）を知っていますか？ 

イギリスによる植民地時代、日本軍による占領時代を経たビルマ(ミャンマー)は、 

戦後、独立を果たした後も、引き続き軍事独裁政権に支配され、現在も多くの人々が苦しんでいます。 

このように、世界では多くの人々の人権が軍事力によって抑圧されています。 

この事実を私たちはどうとらえるべきなのでしょうか。そもそも軍隊は、本当に必要なのでしょうか。 

――― 一緒に考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

── 平和に暮らしたい。 ただ、それだけ…。 

◇開催日：6月 26日(土) 16：20～ 
◆会場  ：立命館大学衣笠キャンパス明学館 94号教室 

◇講師   ：ココラット氏 
（ビルマ難民。現在 SCDB (ビルマ民主化支援会) 代表を務める。) 

◆主催    ：ビルマ企画実行委員会 (立命九条の会、文学部自治会平和委員会、竹間優美子)

◇連絡先  ：  ritumeiuni9@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

＊当日の流れ (全体で約 120 分)＊ 

①立命九条の会＆文自平和委員会の紹介 (10 分) 

②ココラット氏の紹介 (5 分) 

③ココラット氏講演会 (40 分) 

④ビデオ上映 (45 分) 

『ピュア・ビルマ難民キャンプの子どもたち』 

⑤質疑応答・ディスカッション (20 分) 

＊立命館大学衣笠キャンパスへのアクセス方法＊ 

・JR・近鉄京都駅 →市バス 50・快速 205 (終点立命館大学前で下車)、市バス 205 (衣笠校前で下車) ＜約 40 分＞ 

・阪急西院     →市バス快速 202・快速 205 (終点立命館大学前で下車)、市バス 205 (衣笠校前で下車) ＜約 25 分＞ 

・京阪三条駅      →市バス 15・59 (立命館大学前で下車) ＜約 30 分＞ 

撮影：ココラット 


